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災害時におけるキーワード CSCA とは 

 

 

    

  
 

皆さん、こんにちは。新久喜総合病院災害対策委員会の袮津です。 

第２弾である今回は、災害時におけるキーワードをご紹介したいと思い

ます。皆さんの中には、小学校の避難訓練の時に「お・か・し・も」と

いった防災用語があったことを覚えている方も多いと思います。避難時

の心構え「押さない・駆けない・喋らない・戻らない」の頭文字を取っ

た標語です。同じように、医療現場において災害医療に携わる者が知っ

ておくべき用語の一つが CSCA です。 

災害が起きると、傷病者が多く出るため突発的な医療需要が増えます。

また病院自体も被害を受けるため、人員・医療品・医療機器等の医療資

源が限られます。医療需要と供給のバランスが崩れると被害が甚大とな

るため、災害時には、限られた人的・物的資源を有効に活用し、この需

要と供給のアンバランスを極力小さくすることが重要になってきます。 

そのための効率的な医療活動を行うための基本原則が CSCA と呼ばれる

ものになります。 

災害現場では、普段顔をあわせていない人達とも共同で活動しなければなりません。各自が自由に動いてしまう

と、災害医療の現場が円滑に進まなくなります。同じ方向性をもって活動を行うために、今回紹介した CSCAを覚え

ておき、いつ起こるか分からない災害に備えておきましょう。 
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